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巻頭言 

研究所報創刊に当たって 
              済生会保健・医療・福祉総合研究所 

                所長 炭谷 茂 
 
 ここに済生会保健・医療・福祉総合研究所報を創刊することができましたことは、大変大
きな喜びであります。 
 済生会保健・医療・福祉研究所（以下「済生会総研」という。）は、本会創設 100 周年記念
事業として、平成 29 年 2 月 25 日に発足しました。爾来 4年が過ぎましたが、済生会総研は、
済生会の理念を具体化するための研究と人材開発の二つの部門の業務を担い、着実な実績を
残してきました。 
 済生会総研の活動成果については随時、印刷冊子、ネット配信、済生会の各種会議での説
明などにより済生会支部、病院、施設等に伝え、広く活用されてきました。済生会の発展の
ために貢献できたと自負しています。 
 また、済生会外部の各種の学会、講演会等の機会を積極的に捉えて発表し、日本の医療、
福祉の発展のために貢献してきました。 
 今回、済生会の病院や施設の職員を始め、医療、福祉分野の従事者、研究者等の方々に幅
広くご活用いただくため、これまでの 4 年間の研究成果をまとめ、研究所報を創刊すること
にしました。 
 
 近年は医療や福祉を巡る環境は、激変しています。 
 天然痘、ペスト、コレラ、スペイン風邪等の感染症は、世界の歴史を変えてきましたが、新
型コロナも世界の政治、経済、社会、文化などあらゆる分野に大きな影響を与えています。 
 新型コロナによって出生数は大幅に減少し、日本は人類が経験したことのない少子超高齢
社会に入っていきます。さらに国際関係の緊張、世界経済の低迷、情報化の進展、地域社会
の分断等が進行しています。 
 医療や福祉分野は、これらによって根底から揺さぶられる変化が避けられません。医療機
関や福祉施設等は、この変化を確実に捉え、対応していかなければ社会から退場を余儀なく
されます。 
 このような状況で済生会総研の役割は、従前に増して重要になっています。済生会は、心
新たに創設の理念を振り返り、地域における医療と福祉の中核として住民の健康と暮らしの
向上のために尽くすという役割がますます期待されています。 
 済生会総研は、済生会の医療機関や施設等がこのような役割を的確に効果的効率的に果た
せるように研究と人材開発両面で支援していくとともに、日本の医療、福祉の発展に貢献し
ていく所存です。 
 今後とも皆様のご指導、ご支援をお願いします。  

巻頭言 
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トピックス研究概観 

医療の質の評価・公表推進事業 
済生会保健・医療・福祉総合研究所 

所長代理 松原 了 

 済生会は医療の質の向上を推進することを目的として、2010 年から医療・福祉の質の確保・向
上に関する専門小委員会（委員長副島秀久病院長）で検討を始め、平成 23年度厚労省補助金を得
て、本事業に取り組んできた。2018 年には、設立された済生会総研に引き継がれている。 
 補助金事業には、本会をはじめ、全日本病院協会、国立病院機構、日本病院会、全日本民主医
療機関連合会、日本慢性期医療協会、労働者健康安全機構、全国自治体病院協議会、日赤が参加
してきた。 
 本会の取り組みは医療に限定せず、福祉サービスの指標も取り組んでいることが特徴である。 
本会では病院すべてが参加しており、令和元年度、DPC・非 DPC80施設ともに 39 指標を、老健
29 施設、特養 53、介護医療院 1施設では 20指標をホームページで公表している。約 10 年間の実
績があるが、どの程度有効活用されているかに課題がある。研修会によって理解を深め、普及し
ていくことが必要である。 

 日本医療機能評価機構が厚労省より事業委託を受け、医療の質向上のための協議会（以下「協
議会」）、体制整備事業運営委員会を 2019 年 9 月 25 日発足させ、我が国における医療の質改善活
動の普及・促進、QI 指標の標準化、一般への公表の在り方などについて検討を開始した。済生会
代表として松原が運営委員会委員として参加している。 

 直近の状況については、各団体内で共有することで医療の質の水準を参考にすることによって
自施設の改善の参考にしていたが、各施設が公表している指標は算出方法が異なっており、その
標準化の方法、一般への公表の意義や、その影響、公表方法について、性急な公表は避けた方が
良い、慎重に議論すべきとの立場が多いとして、参加団体の合意がえられていない。また事業推
進には研修などの支援が必要であるとの委員の共通認識である。 

 協議会は、事業を具体的に進めるために、QI 標準化部会を設置、パイロット事業で使用する既
存指標の整理、統一指標検討・策定ガイドラインを進めることし、また QI 活用支援部会では、質
改善活動を実践できる人材の養成を図ることとなった。 
 QI 標準化部会では、３つの代表疾患を指定し、全国の任意の医療施設において糖尿病、脳卒中、
人工股関節置換術についてパイロットスタディを開始した。済生会では、症例数や実施体制など
に基づき選定し、それぞれの疾患について福井病院、松山病院、今治病院、山形済生会病院の協
力を頂くことができた。協議会は普及啓発のためのフォーラムの開催や、指標の利活用の促進を
通して広げていく方針である。 

トピックス
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